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中部国際空港 CO2削減の取り組み
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GPU（地上動⼒装置）の利⽤推進
 より環境負荷の少ない、電⼒による固定式GPUをエプロン地区などのスポットに設置
 GPUの利⽤により、排気ガスの減少による⼤気汚染の改善、騒⾳排気ガス減少による労働
環境改善、燃料の削減などを図ることが可能（GPU電⼒の10〜15%は、太陽光発電によるもの）
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小型機の自走アウト可能スポットの整備
小型機（CRJ7、DH8D、PV機など）が自走アウト可能なスポットを整備（PBB（搭乗橋）
設置の⼀部のスポットにおいても、駐機位置の変更等を⾏い、自走アウト可能とした）

 プッシュバック機会の減少による牽引⾞のCO2削減に加え、バスラウンジ近傍のスポットでのハ
ンドリングが可能になり、旅客の移動距離・時間が短くなることで満⾜度の向上にも寄与

小型機の自走アウト可能スポット PBB付スポット オープンスポット

バスラウンジ
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コージェネレーションシステム
 1つのエネルギー（天然ガス）から2つのエネルギー（電気と熱）を取り出すシステムで、エネ
ルギーの利⽤効率が⾼く、燃料の使⽤量を抑えることが可能

 ガスタービン発電機によって発電を⾏うと同時に、排熱を利⽤して蒸気を取り出すことが可能
海⽔熱交換器では、海⽔との温度差を利⽤し、プラント設備の冷却⽔を冷却
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低公害⾞の利⽤推進

EV・PHV充電スタンド（お客様⽤） 天然ガスステーション

充電中の電動フォークリフト 電動トーイングトラクター 電気自動⾞（連絡⾞）

 お客様⽤のEV・PHV充電スタンドや天然ガスステーション等の整備、制限区域内
GSEの充電設備の整備、お客様駐⾞場の低公害⾞割引等により、低公害⾞の利⽤
を推進
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燃料電池⾞両の利⽤推進

セントレア⽔素ステーション（商⽤） 貨物地区⽔素ステーション（産業⽤）

FCフォークリフト FCバス

⽔素ステーションの整備により、燃料電池⾞両の利⽤を推進


